
  

ＷＧの到達目標・目的達成のためのプロセス 

ＷＧとして検討結果 

第1回放射被ばくワーキンググ
ループ 

 第116回日本小児科学会学術集会（2013.4.19.-21＠広島市）において開催された総会で、会員からの指摘を受け、2011年5月11
日に掲載した「小児への放射線被ばくの健康影響について」に再度検証を行い、資料を一部追加した。 

W G 長 ：田代 聡（広島大学原爆放射線医科学研究所細胞修復制御研究分野） 

W G 員 ：杉浦 紳之（原子力安全研究協会）、小池 健一（信州大学小児科）   

担当理事：横谷 進  

放射線被ばくワーキンググループ 

 2013年5年30日 

 科学的な検討を行う 

 2013年6月～7月 

小児への放射線被ばくの健康
被害について（追加資料） 
ＨＰに掲載 

2013年7月22日 


